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＊パリサイ人は目が見えるようになった人に、どのようにして見えるよ
うになったかをもう一度聞いた。彼は「あの方(イエス)が目に泥を塗
り、シロアムの池へ行って洗ったら見えるようになった。」と答えた。
パリサイ人は、イエスの行動に関心を持ち、安息日にしてはならない

ことをしたので罪人である、従ってイエスが神から出た者であるとは
全く考えなかった。しかし、一方、こんな奇跡を行うことができるの
は神から出た人に違いないという人もいて、分裂していた。(ヨハネ
９：１５～１６) 

＊ 両親に息子のことを聞き出し、なおもイエスが罪人であることを認

めさせようとするパリサイ人たちに、彼は答えた。「あの方が罪人か
どうか、私は知りません。ただ一つのことだけ知っています。私は盲
目であったのに、今は見えるということです。」他人に何と言われよ
うと、脅迫されようと、あの人が私の目をあけてくださったことは本
人が一番良く知っている。自分に起こった驚くべき事実は決して曲げ

ることができないのである。 
＊ジョン・ニュートンは、貿易商の船長の息子としてロンドンに生まれ
る。母は信仰深い人であったが、彼が 7 歳の時に亡くなる。その後、
幼い時から船乗りになり、あくどい商売と放蕩の限りをつくす生活が
続く。1748 年のある日、ブラジルからの航路の途中、暴風雨に遭い、
危うく命が助かる。そこで回心をする。その後、牧師になって伝道牧

会に励む。70歳頃には目が悪くなり、やがて失明してしまう。しかし、
82歳で天に召されるまで類まれな情熱を持ってイエス・キリストを宣
べ伝え、多くの讃美歌も書いた。「アメージング・グレース」の 1 番
の直訳歌詞は「かつては迷い出ていたが 今見つけ出された かつて
は目が見えなかったが 今は見える」である。霊的な目が開かれた感

動を歌っている。 
＊見えるようになった人は「もしあの方が神から出ておられるのでなか
ったら、何もできないはずです。」（９：３３）とイエスがキリストで
あることを確信し、ユダヤ人たちに堂々と立ち向かう勇気と力を与え
られた。私たちも、救いにあずかったのは確かに神様が私にしてくだ

さったわざであり、他人に何と言われようと、感謝して喜びを表わし
たい。 


